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＜専門分野＞

ü小児一般診療

ü小児救急集中治療

ü小児心身症（不登校支援に力を入れています）

＜資格＞
1. 小児科専門医
2. 子どもの心相談医



当院で、対応できないこと

精神科、児童精神科などの専⾨的なことはできません。

抗精神病薬およびADHD治療薬の処⽅はできません。

⼼理検査はできません。

臨床⼼理⼠等の専⾨資格者のカウンセリングはできません。



⼩児科医の役割
1. ⼦どもの病気を診断して治療する。

2. ⼦どものよりよい成⻑と発達につながる環境について
探索し、⼦育て中の親に情報を発信する。

⼩児科医の⾔うことは素直に聞いてくれることが多い。
親や学校の先⽣とは違う受け取り⽅をされている。



何を目指しているか

こどもが⾃分のことを
⼤切にする

（⾃尊⼼を⾼める）

こどもがこどもらしく
いられる社会をつくる 



できる人ができる部分からサポート
孤立・孤独を軽減する

⽣きづらさ

育てにくさ

育児不安⼈間不信

精神疾患
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３つの視点で全人的アプローチ

Bio

（生物学的要因）

Social
（社会的要因）

Psycho
（心理的要因）



敏感さが⽣きづらさにつながっている

• 周りから理解されないことにより
うつ、不安障害などの⼆次障害につながる。

• みんな違って当然だけど
⽇本⼈的な価値観、考え⽅は多数派に合わせることが多い。

• みんなと同じ、周りと同じ、同調圧⼒がつらい。



その⼦に適した⽀援につなげる

• 診断をつける意味は、よりその⼦に適した⽀援をするため。

• 線引きする、差別化することは重要ではない。

• その⼦らしく、健やかに伸びていくことが最も⼤切。



周囲の⼤⼈（保護者、教師など）に知って欲しいこと

•問題⾏動の理由に「敏感さ」にあるかもしれないことに、
⼤⼈はなかなか気がつかない。

•親の育て⽅は、こども⾏動の「原因」ではなく「結果」
かもしれない。

•逆の考え⽅で対応すると、困っている親を余計に追い詰
めてしまう。



こどもは本来、「⽴ち直る⼒」を持っている

• ⼦どもたちは柔軟だからこそ、いろいろなことを学べるし、
新しい環境にも慣れることができる。

• しかし、⾃然に備わっているはずのレジリエンスが働かない、
つまり⽴ち直る⼒がうまく機能しない⼦がいる。

• そういう⼦たちのなかには、園に通えなくなったり、
⼼⾝症や不登校になったりする⼦がいる。




